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　　　　　　　　　　　　第　　6　　図

この加工は大倉製作所に依頼した．第4図は発煙筒の概

略図で第5図はその写真であり，2本の銅パイプは胴体

外部に出して総圧を受けこれで四塩化チタソを発煙筒の

ノズルより噴出させるためのものである．取付方法はフ

ックに鋼線を通してロケット外板に孔をあけ固定する方

法をとった．その取付方法を第6図に示す．この方法で

は発煙筒を挿入する場合に非常に時間がかかり銅パイプ

を急に曲げ易いので折れる心配があったのでベビーRで

は環状りyグ第7図を外板の内側に溝を作りこれにはめ

　　　　　　　　　　　発煙筒がぬけないようにし

t＝1．5

第　7　図　会

第　8　図　◇

た．この結果手数が非常には

ぶけ，かつ胴体外に胴パイプ

以外には何物も突起物を出さ

なくてもすむよようになっ

た．その取付状態を第8図に

示す．

　一播頭をいためた問題は発

生　産　研　究

煙筒のノズルをいかにして開放するかであ

った・いろいろ考えた末，メイy・ロケッ

トの噴流ガスを利用することを考え，メイ

ソ・Pケットのノズルにバッフル板を綿テ

ープで第9図のように固定した．このよう

にして高速風洞の排出口で実験を数回行っ

てみたところ，いずれも1，2秒でバッフル

板が飛び発煙筒のノズルを開放することが

できた．

飛　翔　実　験

　　　　　　　ベビーTの第2回目は鋼線を使用しなか

ったので鉄線が切れて発煙筒がラyチャーにとりのこさ

れて失敗した．2回目以後はまた鋼線を使用したのでこ

のようなことは無く良結果を得た．Rのときは発煙筒の

ノズルの径を1．　5mmφにして飛翔させてみた結果はき

わめてきれいな白煙の条を得ることができた．

む　　す　　び

　以上の飛翔実験の結果を総合すると，点火式の発煙で

は搭載量が制限されるので良い結果は得られなかった．

また四塩化チタソでも装着する場所がノズルの外側であ

るためにメイソ・ロケットが作動している聞は全く白煙

は見えず吹切った直後から白煙が見え出すので作動中の

ロケヅトの運動を観察することは困難であった．

　べe“　一・・ロケットでは設計当時に発煙機構は全く考え

に入れてなかったので，その設計にはかなりの手落ちが

あるかも知れないが一応の成功を収め得たのは，糸川教

授，山本教授，富士精密工業KKの戸田技師および研究

設計課の各位，ならびに大倉製作所大倉与平氏各位の有

益なご指導とご援助のたまものと深く感謝の意を表する

次第である．今後の計画では発煙装置もVケットの設計

時に十分に考慮したいと思一．ている．　（1955．3．10）
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